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春の日差しのなか、さくらんぼ組がスタートして３週間が経ちました。『いってきます！』のとき、お子さ

んの泣き顔に不安を感じる方もいらしたかと思います。今では、笑顔を見せてくれるようになり、少しずつで

はありますが新しい環境にも慣れてきてくれているようです。 

子ども達一人ひとりの成長を見守り、毎日の保育園生活が楽しく過ごせるようにしていきたいと思います。 

 

一年間どうぞ宜しくお願い致します！ 

 

 

《1 歳児の発達の特徴》 

☆おいしく食べて・よく眠り☆ 

楽しい雰囲気の中で、自分で食事をしようとするようになります。自分でコップを持って上手に飲めるように

なったり、スプーンやフォークを使って食べられるようになります。 

 

☆自分で、自分で☆ 

安心できる環境の中で食事、排せつ、衣服の着脱など身の回りのことを通して自分でしようとする気持ちが芽

生えます。 

 

☆なんだろう☆ 

手先や指を使って、ものの操作をしたり、玩具を触ったりなど、探索活動が活発になります。 

 

☆言葉☆ 

応答的な大人との関わり、指さし、身振り、片言など使って、自分の気持ちを伝えようとするようになりま

す。単語と単語を繋げて、二語文、三語文を話すようになります。 

 

☆わーい、歩けた☆ 

行動範囲が広がり、歩く、走る、跳ぶ等の運動能力が伸びます。立って歩き、自分から色々な環境に関わろう

とするようになります。 

 

《自我が強くなります》 

活発な探索活動が始まる頃には自我が目覚め始めます。一方で大人への愛着や依存の気持ちも深まり、甘えの

心情が強くなって、甘えや依存と自立の葛藤が始まる時期です。 

⇒子どもの甘えを受容しつつ、自立心を認め、「自分で」と主張したときは、さりげなく手伝い満足感を味わえ

るようにしたり、自分で選べる環境を作ったりするなど、納得できるようにすることが大切です！！ 

積み重ねが自信へ繋がり、それが自立心を育てていきます。 

 



 

～４月の様子～ 
 

新しい環境の中、担任との関係も深まり、涙の時間も少しずつ減ってきました。お天気の良い日が続き、毎日

園庭やテラスに出て遊んでいます。桜の木の下ではひらひらと散る花をじっと見つめたり、花びらを追いかけて

歓声をあげ春を感じながら遊んでいました。園庭中を追いかけっこしたり、鉄棒でぶら下がったり、お友だちと

ログハウスに入って関わりを楽しんだりと大はしゃぎです。他クラスのお兄さんお姉さんも積極的に遊びに誘っ

てくれるので、最初は緊張しながらも慣れてくると自分から遊びに入っていく姿もみられるようになりました。 

テラスではボール遊びやコンビカー、揺れる遊具に乗ったり、テラスから園庭や周りの様子を眺め発見や気づ

きを保育者や友だちに知らせる等、遊んでいます。 

 

 

 

 

おねがい 

・持ち物が迷子にならないように、全ての持ち物に大きく名前の記入をお願いします。 

・子ども達の安全と発達を応援するためにも動きやすい服装をご用意ください。 

(フード付き・着脱がしにくい・袖や裾の長すぎる服、サイズの合わない靴等はできるだけお避

けください。) 

・掲示板、ウォールポケットは毎日ご確認下さい。 

・靴下は園庭用の靴の中とテラス用靴の中に１足ずつ入れてください。 

・爪が伸びていたり、鋭くなっていることがあります。生活や遊びの中でお子様自身やお友だち

を傷つけてしまうこともあります。安全と清潔の為、ご確認をお願いします。 

 

歌とダンスが大好きです！歌ったり踊ったり沢山遊びたいと思いま

す。どうぞ宜しくお願いします。 

 

子どもたちが毎日笑顔で過ごせる 1 年にしていきたいです。1 児の母

としても保護者の皆様の思いに寄り添っていけたらと思いますので何

かありましたらいつでも声を掛けてください。 

 

子どもたちとわらべうたあそびを楽しんでいきたいと思っています. 

1 年間どうぞよろしくお願い致します。 

さくらんぼ組担任に

なりました‼ 


